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1. 平成30年3月期第1四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第1四半期 10,195 △8.2 526 △36.4 554 △35.5 370 △33.5

29年3月期第1四半期 11,101 11.8 827 23.8 859 23.9 557 27.0

（注）包括利益 30年3月期第1四半期　　361百万円 （△35.4％） 29年3月期第1四半期　　559百万円 （25.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第1四半期 12.89 12.78

29年3月期第1四半期 19.38 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第1四半期 47,170 18,080 37.9 621.34

29年3月期 45,682 18,121 39.2 622.78

（参考）自己資本 30年3月期第1四半期 17,880百万円 29年3月期 17,921百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 0.00 ― 14.00 14.00

30年3月期 ―

30年3月期（予想） 0.00 ― 16.00 16.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 23,900 5.7 1,540 1.7 1,580 0.6 1,070 4.4 37.18

通期 48,000 9.2 3,200 17.9 3,300 17.6 2,100 20.4 72.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期1Q 30,823,200 株 29年3月期 30,823,200 株

② 期末自己株式数 30年3月期1Q 2,046,245 株 29年3月期 2,046,245 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期1Q 28,776,955 株 29年3月期1Q 28,776,955 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間の我が国経済は、本年１－３月期まで５四半期連続のプラス成長となり、その後も雇

用・所得環境の改善が継続するなど、緩やかな回復基調の中で推移しました。 

 住宅業界においては、住宅ローン金利が引き続き低水準で推移しているほか、各種の住宅取得支援策の継続や雇

用・所得環境の改善もあり、戸建住宅の着工戸数は堅調に推移しましたが、一方で事業者間の競争は厳しさを増す

状況となりました。 

 このような状況の中で、当社グループにおいては引き続き「コア事業（新築住宅）の強化による持続的な成長」

と「ストックビジネス強化による事業拡大」の基本方針（中期経営計画）の下で、事業の拡大・強化に取り組んで

まいりました。 

 コア事業である新築住宅販売では、営業エリア拡大の重点エリア（茨城県南部から千葉県柏エリア）において、

当社グループ過去最大規模の「よつばの杜」（211区画。茨城県つくば市）の本格的販売や、柏エリアにおける商

品在庫の充実に取り組んでまいりました。また、グループの営業体制についても見直しを行い、支店の再編による

高効率化を進めました。これらの取組みにより当四半期は、受注ベースでは前期第４四半期から一定の回復をみた

ものの、前期第４四半期の不振の影響が残ったことなどにより、販売棟数・利益とも前年同期を下回る結果となり

ました。 

 また、中古住宅販売についても、商品在庫の充実と首都圏への営業エリアの拡大に取り組んだことで受注棟数は

前期の四半期平均を上回ったものの、引渡時期の関係等により販売棟数・利益は前年同期を下回る結果となりまし

た。 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は101億95百万円（前年同期比8.2％減）、営業利益は

５億26百万円（前年同期比36.4％減）、経常利益は５億54百万円（前年同期比35.5％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は３億70百万円（前年同期比33.5％減）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりです。 

①不動産販売 

 新築住宅販売では、茨城県南部から千葉県柏エリアを営業エリア拡大の重点エリアと位置付けて事業の拡大に取

り組んでおりますが、茨城県つくば市において当社グループ過去最大規模の分譲地「よつばの杜」（全211区画）

の販売が当期から本格化するとともに、千葉県柏市においても複数の中～大規模分譲地の販売を行うなど商品在庫

の充実による販売の拡大に努めてまいりました。また、東京通勤圏に広く存在するこれらエリアの顧客層に対して

当社ブランドの浸透を図るため、本年６月から関東全域でのテレビＣＭを開始いたしました。一方、グループの営

業体制についても、広域商圏として相乗効果を狙うエリアと限定した地域に集中して深耕を図るエリアとを改めて

見直し、本年４月、茨城グランディハウス㈱古河支店を当社県南支社に移管するなど、２支店について再編を実施

し、事業の高効率化を図りました。商品面では引き続き、当社の強みである「街並み」としての付加価値に加え、

それぞれに創・省エネや安全性・防犯性などのコンセプトを持たせた個性的な分譲地づくりにより、他社商品との

差別化に取り組んでまいりました。 

 これらの取組により、当四半期の新築住宅の受注棟数は、不振に終わった前期第４四半期の水準から前期平均水

準まで回復いたしましたが、販売棟数は、期首受注残の減少の影響等もあり306棟（前年同期比27棟減）と、マイ

ナス金利導入後の住宅ローン金利低下を受けて好調に推移した前年同期との比較において減少する結果となりまし

た。 

 中古住宅販売では、事業の拡大に向けて、商品在庫の充実と首都圏（東京、埼玉、千葉、神奈川）への営業エリ

アの拡大に取り組んでまいりました。商品在庫は完成在庫で常時70棟を新たな目標として仕入の強化に努め、また

首都圏での中古マンション販売の強化等により受注は前期の四半期平均棟数を上回りましたが、引渡が第２四半期

となる案件が多く生じたことなどにより、当第１四半期連結累計期間の販売棟数は前年同期と比べ9棟減の30棟に

止まりました。 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間における不動産販売の売上高は94億01百万円（前年同期比8.6％減）と

なり、セグメント利益は4億68百万円（前年同期比40.2％減）となりました。 

 

②建築材料販売 

 建築材料販売では、木造住宅の着工数が前年同月を上回る状態が長期間にわたり継続しており、建築材料の需要

も堅調に推移した一方で、原材料の木材価格は上昇ないし高止まりの状況となりました。このような状況の中、当

社グループでは、プレカット材以外の建材・住設機器の販売拡大、収益面で優位な顧客への販売シフト、非住居系

の受注の拡大、等に取り組んでまいりましたが、当四半期は、プレカット材に関して非住居系の販売が増加した一

方で、この影響もあって住設機器の販売が減少することとなり、また、原材料価格の上昇によるコスト高で利益面

では厳しい状況が続きました。 
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 以上の結果、当第１四半期連結累計期間における建築材料販売の売上高は７億27百万円（前年同期比2.8％

減）、セグメント利益は43百万円（前年同期比10.6％減）となりました。 

 

③不動産賃貸 

 不動産賃貸では、主要エリアである宇都宮市周辺において、オフィスビルの空室率は減少傾向で推移しました。

また、パーキング市場では、近隣駐車場間の競合が激しい状況が続きました。このような状況の中、当社グループ

は、既存資産の稼働率向上と管理コストの低減に取り組んでまいりましたが、当四半期は、賃貸ビルの入居率が向

上したことに加え、不動産販売の土地仕入に関連して取得した賃貸アパート３棟を当面賃貸物件として運用するこ

ととなりました。また、経費面では、大規模修繕費用を計上した前年同期に比べ管理コストが大幅に下がりまし

た。 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間における不動産賃貸の売上高は66百万円（前年同期比3.6％増）、セグ

メント利益は45百万円（前年同期比54.6％増）となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末における連結総資産は、前連結会計年度末に比べ14億87百万円増加して471億70百

万円となりました。これは、不動産販売事業の強化・拡大に取り組む中で、販売用不動産の取得により流動資産が

増加したことが主な要因です。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ15億28百万円増加して290億89百万円となりました。これは、販売用不動産の

取得を短期借入金で資金調達を行ったことが主な要因です。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ41百万円減少して180億80百万円となりました。これは、親会社株主に帰属

する四半期純利益の獲得があったものの、株主配当金の支払があったことが主な要因です。 

 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年５月８日に公表の業績予想の変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,475,518 8,407,566 

受取手形及び売掛金 589,066 598,850 

有価証券 499,982 499,988 

販売用不動産 14,054,910 16,214,290 

未成工事支出金 2,368 5,211 

仕掛販売用不動産 11,021,975 10,160,149 

商品及び製品 220,154 247,398 

原材料及び貯蔵品 147,599 137,589 

繰延税金資産 117,152 107,810 

その他 456,190 679,362 

貸倒引当金 △4,316 △4,263 

流動資産合計 35,580,603 37,053,954 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,434,934 3,400,992 

機械装置及び運搬具（純額） 13,602 11,110 

工具、器具及び備品（純額） 66,324 80,648 

土地 5,376,457 5,433,633 

リース資産（純額） 102,661 90,201 

有形固定資産合計 8,993,981 9,016,586 

無形固定資産 64,140 60,300 

投資その他の資産    

投資有価証券 448,642 434,565 

長期貸付金 16,614 16,335 

繰延税金資産 240,664 254,713 

その他 357,141 351,741 

貸倒引当金 △18,843 △17,948 

投資その他の資産合計 1,044,218 1,039,408 

固定資産合計 10,102,340 10,116,295 

資産合計 45,682,944 47,170,249 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

工事未払金 3,231,631 3,202,581 

短期借入金 20,225,700 21,815,200 

1年内返済予定の長期借入金 495,152 491,493 

1年内償還予定の社債 21,000 21,000 

リース債務 38,632 32,369 

未払法人税等 410,406 136,446 

完成工事補償引当金 57,223 56,389 

その他 635,983 997,161 

流動負債合計 25,115,729 26,752,641 

固定負債    

社債 87,000 76,500 

長期借入金 1,587,719 1,463,593 

リース債務 70,305 63,124 

役員退職慰労引当金 132,954 141,229 

退職給付に係る負債 508,917 533,064 

資産除去債務 4,249 4,261 

その他 54,280 55,519 

固定負債合計 2,445,425 2,337,292 

負債合計 27,561,155 29,089,933 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,077,500 2,077,500 

資本剰余金 2,205,165 2,205,165 

利益剰余金 13,982,262 13,950,177 

自己株式 △351,831 △351,831 

株主資本合計 17,913,096 17,881,011 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 8,692 △695 

その他の包括利益累計額合計 8,692 △695 

新株予約権 200,000 200,000 

純資産合計 18,121,788 18,080,316 

負債純資産合計 45,682,944 47,170,249 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 11,101,904 10,195,571 

売上原価 9,099,539 8,400,824 

売上総利益 2,002,364 1,794,746 

販売費及び一般管理費 1,175,246 1,268,307 

営業利益 827,118 526,439 

営業外収益    

受取利息 331 323 

受取配当金 2,454 3,453 

業務受託手数料 58,940 59,487 

受取事務手数料 39,911 35,044 

その他 7,563 22,586 

営業外収益合計 109,202 120,895 

営業外費用    

支払利息 75,343 85,270 

シンジケートローン手数料 1,125 2,738 

その他 － 4,531 

営業外費用合計 76,468 92,540 

経常利益 859,852 554,794 

特別損失    

固定資産除却損 4,660 5,309 

リース解約損 45 － 

特別損失合計 4,705 5,309 

税金等調整前四半期純利益 855,146 549,484 

法人税、住民税及び事業税 281,057 179,287 

法人税等調整額 16,386 △594 

法人税等合計 297,443 178,692 

四半期純利益 557,702 370,792 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益 557,702 370,792 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 557,702 370,792 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,738 △9,387 

その他の包括利益合計 1,738 △9,387 

四半期包括利益 559,441 361,404 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 559,441 361,404 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

  不動産販売 
建築材料 
販売 

不動産賃貸 計 

売上高            

外部顧客への売上高 10,289,570 748,240 64,094 11,101,904 － 11,101,904 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ 867,425 20,639 888,065 △888,065 － 

計 10,289,570 1,615,666 84,733 11,989,970 △888,065 11,101,904 

セグメント利益 783,941 48,096 29,398 861,436 △1,584 859,852 

（注）１．セグメント利益の調整額△1,584千円は、セグメント間取引消去であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損又はのれんに関する情報

  該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注)１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)２ 

  不動産販売 
建築材料 
販売 

不動産賃貸 計 

売上高            

外部顧客への売上高 9,401,532 727,629 66,409 10,195,571 － 10,195,571 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

－ 835,807 19,870 855,677 △855,677 － 

計 9,401,532 1,563,436 86,279 11,051,249 △855,677 10,195,571 

セグメント利益 468,772 43,002 45,442 557,217 △2,422 554,794 

（注）１．セグメント利益の調整額△2,422千円は、セグメント間取引消去であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損又はのれんに関する情報

  該当事項はありません。
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